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まえがき 
プレキャスト RC 舗装（PRCP）は，工場で製作された RC 舗装版を路盤の上に敷き並べて構築された舗装

である．現場の調査によれば、古い PRCPの主な破損は版中央に発生する横ひび割れである．この横ひび割れ
は目地付近の空洞が原因の 1つであると予想される．そこで今回は目地部に空洞がある場合の応力解析を行な
った． 

計算モデル 
舗装構造としては，図-１のようなプレキャスト RC舗装を想定した．11cmのセメント安定処理路盤の上に
厚さ 25cmで 1.5×5.0mの RC舗装版を 6枚ならべている．荷重条件として，図-2に示すように T-荷重相当の
大型車を目地縁部およびそこからやや離れた位置に作用させた．それぞれ荷重位置 A，B，C，Dとした． 

 
各層の弾性係数は表-1 のように設定した．応力解析にあたっては，舗装用 3DFEMを用いた 1,2,3)．RC 舗装
版に及ぼす鉄筋の影響は無視している．図-3は，要素分割の一例で荷重位置 Aの場合である． 

 

 
今回の計算においては，目地部の路盤の劣化を

考慮するために，RC 版と路盤と間に空洞を設定
した．具体的には図-4に示すような RC版と路盤
との間の空洞を仮定した．空洞の深さは 2mm 程
度の非常に浅いものである．空洞の部分では路盤
と RC 版の接触がないとして，その部分の境界面
要素のばね係数を小さな値に設定した． 
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コンクリートの弾性係数 30000 MPa 
コンクリートのポアソン比 0.2 
コンクリート版の厚さ 25cm 
路盤の弾性係数 2000 MPa 
路盤のポアソン比 0.35 
路盤の厚さ 11 cm 
路床の弾性係数 50 MPa 
路床のポアソン比 0.35 
路床の厚さ 200 
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図図図図----1111    計算に用いた計算に用いた計算に用いた計算に用いた RCRCRCRC 舗装版舗装版舗装版舗装版    図図図図----2222    想定した交通荷重想定した交通荷重想定した交通荷重想定した交通荷重    

表表表表-1 各層の厚さおよび材料定数各層の厚さおよび材料定数各層の厚さおよび材料定数各層の厚さおよび材料定数 

図図図図----3333    荷重位置荷重位置荷重位置荷重位置 Aの要素分割の要素分割の要素分割の要素分割     
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図図図図-4    RC版と路盤との間の空洞版と路盤との間の空洞版と路盤との間の空洞版と路盤との間の空洞 
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目地の荷重伝達機能を示すばね係数としては，目地の荷重伝達機能が低い場合と高い場合を考えた．すなわ
ち，目地のばね係数として，低い場合の値 1MN/m3,高い場合の値 10000MN/m3までを設定した． 

解析結果 
 図-5 は目地の剛性が低く荷重位置 B の場合のたわみ形状である．前軸と後軸のタイヤ位置が目地に近いた
め，その付近のたわみが大きくなっていることがわかる．図-6はそのときののコンクリート版表面に生ずる走
行方向の応力である．この図より版中央の表面に引張応力が発生していることがわかる．このような引張応力
が横ひび割れの原因と考えられる． 

 
図図図図-5    たわみ形状たわみ形状たわみ形状たわみ形状                  図図図図-6    縦方向の曲げ応力縦方向の曲げ応力縦方向の曲げ応力縦方向の曲げ応力 

 
                              
 
 縦方向の引張応力について荷重位置ごとにまとめたものが
表-3 である．目地の剛性が大きいほど，すなわち目地の荷重
伝達率が高いほど，たとえ目地付近に空洞が存在したとして
も応力は小さい．目地の荷重伝達が低く，空洞が存在すると
荷重位置 A,B,Cのときに大きな引張応力となる．  

まとめ 
 RC 舗装に発生する横断ひび割れの原因を究明するために，
3DFEMによって大型車の走行に伴う RC舗装版の挙動につい
て調べた．その結果より以下のようなことがいえる． 

• T-荷重によって生ずる RC 版表面の曲げ引張応力は
最大で 2.0MPaである． 

• 目地の荷重伝達率が低く，しかも目地付近の路盤に
空洞が存在する場合，曲げ引張応力は増加する． 

• 目地の荷重伝達率が高い場合，路盤面に多少の空洞
が存在しても，応力は空洞のない場合とほとんど同
じである． 
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荷重位置荷重位置荷重位置荷重位置 A    

     目地の剛性(MN/m3) 

路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間(cm)    1 10000 
0 0.757  0.797  

50 0.843  0.658  
100 1.778  1.131  

荷重位置荷重位置荷重位置荷重位置 B    

     目地の剛性(MN/m3) 

路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間(cm)    1 10000 
0 0.537 0.498 

50 0.981 0.645 
100 1.996 1.158 

荷重位置荷重位置荷重位置荷重位置 C    

     目地の剛性(MN/m3) 
路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間(cm)    1 10000 

0 0.521 0.536 
50 0.846 0.608 
100 1.786 1.053 

荷重位置荷重位置荷重位置荷重位置 D    

     目地の剛性(MN/m3) 
路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間路盤の隙間(cm)    1 10000 

0 0.809 0.799 
50 0.834 0.807 
100 0.796 0.765 

        表表表表-2    表面の最大曲げ応力表面の最大曲げ応力表面の最大曲げ応力表面の最大曲げ応力(Mpa) 
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